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こ
の
た
び
、
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
の
関
根
達
人
教
授
が
、
吉
川
弘
文

館
の
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
№
498
と
し
て
右
書
を
上
梓
さ
れ
た
。
前
著
『
墓
石
が

語
る
江
戸
時
代　

大
名
・
庶
民
の
墓
事
情
』（
以
下
、
前
著
と
略
記
す
る
）
に
続
き
、

長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
研
究
を
し
て
き
た
墓
石
研
究
を
一
歩
進
め
て
、
身
近
に
あ
る

石
造
物
に
関
す
る
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

評
者
は
、
考
古
学
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
り
、
本
書
の
書
評
と
紹
介
を
担
当
す

る
の
は
必
ず
し
も
適
任
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
国
史
研
究
会
の
役
員
を
一
緒
に
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
御
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
お
受
け
し
た
次
第
で
あ
る
。
先
ず
内

容
の
紹
介
か
ら
始
め
て
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
何
と
か
責
任
を
果
た
し
た
い

と
思
う
。
本
書
の
大
目
次
を
次
に
列
挙
す
る
。

　
　
「
紙
に
書
か
れ
な
か
っ
た
歴
史
」
を
読
み
解
く
―
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
　

身
近
な
石
造
物････････････････････････････････････

以
下
1
と
す
る

　
　

石
に
刻
ま
れ
た
飢
饉
の
記
憶･･････････････････････････

以
下
2
と
す
る

　
　

石
に
刻
ま
れ
た
地
震
・
津
波
・
噴
火
・
水
害
の
記
憶････････

以
下
3
と
す
る

　
　

石
に
刻
ま
れ
た
事
故
と
疫
病
の
記
憶････････････････････

以
下
4
と
す
る

　
　

遊
女
と
刑
死
者
の
供
養
塔････････････････････････････

以
下
5
と
す
る

　
　

北
前
船
と
石
造
物･･････････････････････････････････

以
下
6
と
す
る

　
　

石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
繫
ぐ
過
去
と
現
在
―
エ
ピ
ロ
ー
グ

　

関
根
達
人
著

『
石
に
刻
ま
れ
た
江
戸
時
代
―
無
縁
・
遊
女
・
北
前
船
―
』

福
井　

敏
隆

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
近
世
史
研
究
で
は
古
文
書
（
史
料
）
が
中
心
で
、
石
造
物
が

注
目
さ
れ
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
説
く
。
そ
の
理
由
は
、
①
石
造
物
の
情
報

量
が
古
文
書
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
事
。
②
我
が
国
の
石
造
物
研
究
は
「
石
仏
」

を
対
象
と
し
、
そ
れ
以
外
は
研
究
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
事
。
③
石
造
物
の
調
査
は

古
文
書
に
比
べ
「
労
多
く
し
て
益
少
な
し
」
と
見
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
と
い
う
。
し
か
し
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
は
災
害
史
研
究
が

盛
ん
に
な
り
、
二
○
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
津
波
碑
等
の
災
害
碑
に
関
心

が
寄
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
本
書
で
は
、
墓
石
以
外
の
石
造
物
の
多
様
性
を
紹
介

し
、
つ
い
で
飢
饉
、
災
害
、
事
故･

疫
病
な
ど
の
犠
牲
者
や
、
前
著
か
ら
漏
れ
た
遊

女
・
刑
死
者
と
い
っ
た
墓
石
を
残
せ
な
か
っ
た
人
々
に
も
光
を
あ
て
て
い
る
。
最
後

に
、
日
本
海
沿
岸
の
湊
町
や
住
吉
大
社
・
金
刀
比
羅
宮
な
ど
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
石

造
物
を
取
り
上
げ
、
人
や
物
の
動
き
を
描
く
と
共
に
、
石
工
の
姿
も
追
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
大
目
次
に
従
い
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ

り
、
本
県
関
係
の
も
の
を
主
に
取
り
上
げ
た
事
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　

1
は
、
①
石
は
頑
丈
な
「
記
録
媒
体
」、
②
多
様
な
江
戸
時
代
の
石
造
物
の
2
項

か
ら
な
る
。
②
で
は
、
迷
子
し
る
べ
石
・
な
か
た
ち
石
、
顕
彰
碑
・
記
念
碑
、
浅
草

観
音
戒
殺
石
、
釈
迦
嶽
等
身
碑
、
三
力
士
追
慕
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

二
二
頁
の
表
1
「
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
主
な
石
造
物
」
は
著
者
に
よ
る
詳
細
な

分
類
で
あ
る
。
た
だ
〝
仏
像
等
の
そ
の
も
の
〞
の
具
体
例
に
十
三
仏
が
あ
る
の
で
、

よ
く
対
比
さ
れ
る
六
地
蔵
（
菩
薩
に
分
類
さ
れ
た
と
判
断
し
た
が
）
を
い
れ
て
も
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
三
力
士
追
慕
碑
は
五
所
川
原
市
錦
町
の
久
須
志

神
社
境
内
に
あ
る
、
弘
前
藩
お
抱
え
力
士
で
あ
っ
た
伊
勢
海
利
助
（
大
関
・
第
五
代

柏
戸
）
の
も
の
で
あ
る
。
弟
弟
子
の
鳥
井
崎
与
助
と
麓
川
藤
八
の
両
名
の
名
前
が
太
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刀
持
ち
と
露
払
い
の
様
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
造
立
と
い

う
。
出
雲
出
身
の
釈
迦
嶽
等
身
碑
が
、
相
撲
に
関
連
し
た
石
造
物
が
多
く
存
在
す
る

東
京
深
川
の
富
岡
八
幡
宮
（
江
東
区
）
に
造
立
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
郷
土
出
身

の
ス
ー
パ
ー
力
士
（
優
勝
十
六
回
）
の
顕
彰
碑
で
も
あ
る
こ
の
碑
が
、
地
元
に
ひ
っ

そ
り
建
っ
て
い
る
の
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

2
は
、
①
飢
饉
供
養
塔
と
は
、
②
元
禄
・
宝
暦
・
天
明
・
天
保
の
飢
饉
と
東
日
本
、

③
享
保
の
飢
饉
と
西
日
本
の
3
項
か
ら
な
る
。
①
で
は
天
明
の
飢
饉
供
養
塔
の
本
県

に
お
け
る
悉
皆
調
査
が
、
弘
前
大
学
に
赴
任
し
た
著
者
の
最
初
の
研
究
調
査
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
石
造
物
調
査
研
究
に
邁
進
し
て
行
っ
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

本
県
に
と
っ
て
は
②
の
記
述
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
三
九
頁
に
湊そ

う
ご
う迎

寺
（
五
所
川
市

十
三
）
の
過
去
帳
に
現
れ
た
死
亡
変
動
を
グ
ラ
フ
に
し
た
図
7
が
載
っ
て
お
り
、
元

禄
・
寛
延
・
宝
暦
・
天
明
・
天
保
の
飢
饉
時
の
死
亡
者
が
突
出
し
て
い
る
様
子
が
見

て
取
れ
る
。
特
に
天
明
・
天
保
の
飢
饉
の
被
害
は
甚
大
で
、
弘
前
藩
・
盛
岡
藩
・
八

戸
藩
領
域
で
は
多
く
の
餓
死
者
を
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
両
飢
饉
の
供
養
塔
は
数
多

く
造
立
さ
れ
、
四
五
頁
の
図
8
「
青
森
県
・
宮
城
県
の
天
明
と
天
保
の
飢
饉
供
養
塔

造
立
数
」
で
は
そ
の
推
移
が
見
て
取
れ
る
。
青
森
県
の
供
養
碑
数
が
宮
城
県
よ
り
多

い
事
を
突
き
止
め
た
の
は
著
者
に
よ
る
調
査
の
一
大
成
果
で
あ
る
。
天
明
の
飢
饉
の

五
十
回
忌
の
後
に
、
天
保
の
飢
饉
が
始
ま
る
の
は
何
と
も
皮
肉
な
巡
り
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
元
禄
・
宝
暦
の
飢
饉
供
養
塔
の
少
な
さ
も
気
に
な
る
。

　

3
は
、
①
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
津
波
災
害
碑
、
②
松
前
大
島
噴
火
と
寛
保
の

津
波
災
害
碑
、
③
寛
保
の
大
洪
水
と
災
害
碑
、
④
天
明
の
浅
間
山
噴
火
と
災
害
碑
、

⑤
安
政
江
戸
大
地
震
・
安
政
江
戸
大
風
災
と
災
害
碑
の
5
項
か
ら
な
る
。
①
で
は
二

○
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
は
津
波
碑
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
国

土
交
通
省
、
防
災
技
術
研
究
所
自
然
災
害
室
を
は
じ
め
、
津
波
碑
を
紹
介
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
は
多
い
。
国
土
地
理
院
で
は
二
〇
一
九
年
六
月
か
ら
ウ
ェ
ブ
地
図
「
地
理

院
地
図
」
で
、
自
然
災
害
に
係
わ
る
石
碑
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
自
然
災
害
伝
承
碑
）

を
公
開
し
て
い
る
。
評
者
か
ら
も
是
非
ご
覧
頂
く
事
を
推
奨
し
た
い
。
私
事
に
な
る

が
、
評
者
も
二
十
代
の
後
半
に
、
弘
大
に
赴
任
し
て
間
も
な
い
長
谷
川
成
一
弘
大
名

誉
教
授
の
仲
介
で
、
東
大
地
震
研
究
所
に
よ
る
弘
前
藩
庁
日
記
「
国
日
記
」・「
江
戸

日
記
」
か
ら
、
地
震
関
係
記
事
を
抽
出
す
る
調
査
（
宇
佐
美
龍
夫
教
授
が
主
担
）
を

手
伝
っ
た
。
関
東
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震
が
再
度
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事

で
、「
歴
史
地
震
」
の
研
究
が
急
が
れ
た
た
め
で
あ
る
。
古
文
書
か
ら
み
た
地
震
研

究
に
少
し
は
貢
献
し
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

　

当
時
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
が
巨
大
地
震
を
起
こ
す
震
源
だ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、

徳
島
県
美
波
町
に
あ
る
最
古
の
地
震
碑
「
康
暦
碑
」
は
正
平
十
六
年
（
一
三
六
一
）

の
正
平
南
海
地
震
を
記
録
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
江
戸
時
代
で
は
宝
永
四
年
（
一
七

〇
四
）
の
宝
永
南
海
地
震
関
連
碑
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
安
政
南
海
地
震
関

連
碑
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
で
は
、
三
重
県
尾
鷲
市
馬ま

ご
せ越

墓
地
に
あ
る
宝
永

南
海
地
震
の
犠
牲
者
を
弔
う
た
め
に
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
建
て
ら
れ
た
三
界

万
霊
塔
に
係
わ
る
調
査
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
大
変
素
敵
で
あ
る
。
こ
の
供
養
塔
の
横
に
は

石
製
の
「
ベ
ン
チ
」
と
蓮
華
の
台
座
が
あ
っ
た
。
調
査
時
に
、
近
所
の
人
か
ら
、
馬

越
の
墓
地
で
は
、
埋
葬
の
際
に
は
「
ベ
ン
チ
」
に
葬
具
、
蓮
華
座
の
上
に
骨
壺
を
置

き
、
供
養
塔
と
そ
れ
ら
の
周
り
を
葬
列
が
三
回
廻
る
習
わ
し
が
あ
る
事
を
聞
い
た
。

斜
め
向
か
い
に
は
死
者
を
導
く
六
地
蔵
も
お
ら
れ
、
供
養
塔
が
建
っ
て
か
ら
三
百
年

以
上
た
ち
、
津
波
の
供
養
塔
で
あ
る
認
識
は
薄
れ
た
が
、
死
者
を
成
仏
さ
せ
て
く
れ

る
有
難
い
石
碑
で
あ
る
こ
と
は
今
も
こ
の
地
の
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
と
い
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う
。
時
々
、
近
所
の
子
供
が
「
ベ
ン
チ
」
に
座
っ
て
遊
ん
で
い
る
そ
う
だ
が
、
死
者

達
も
許
し
て
く
れ
る
の
に
違
い
な
い
と
結
ん
で
い
る
。
死
者
と
生
者
を
結
ぶ
場
に
立

ち
会
え
た
の
は
、「
紙
に
書
か
れ
な
か
っ
た
歴
史
研
究
」
を
し
て
お
ら
れ
る
著
者
が
、

長
年
調
査
と
い
う
功
徳
を
行
っ
て
き
た
賜
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

②
で
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
松
前
大
島
の
噴
火
に
よ
る
津
波
災
害
碑
を
紹

介
し
て
い
る
。
松
前
町
の
供
養
碑
二
基
、
江
差
町
の
供
養
碑
二
基
、
八
雲
町
熊
石
の

地
蔵
尊
一
基
で
あ
る
。
江
差
の
日
蓮
宗
法
華
寺
の
供
養
碑
は
津
波
被
害
の
約
一
ケ
月

後
に
造
立
さ
れ
た
の
に
対
し
、
八
雲
町
熊
石
の
浄
土
宗
無
量
寺
に
あ
る
地
蔵
尊
は
延

享
三
年（
一
七
四
六
）造
立
で
五
年
の
開
き
が
あ
る
の
は
、
熊
石
の
被
害
が
大
き
か
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
津
波
で
は
弘
前
藩
領
の
西
海
岸
で
も
三

三
名
の
死
者
が
出
た
。
供
養
碑
は
な
い
が
、「
国
日
記
」
を
引
用
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
津
波
に
よ
る
被
害
は
蝦
夷
地
で
は
大
き
く
、
死
者
も
多
か
っ
た
（「
国

日
記
」
で
は
住
民
三
七
〇
人
・
旅
人
八
〇
人
と
見
え
る
）
が
、
和
人
側
の
記
録
の
み

で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
被
害
状
況
が
判
明
し
な
い
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
結

ん
で
い
る
。

　

③
で
は
寛
保
二
年
七
月
末
か
ら
八
月
初
め
に
近
畿
・
信
越
・
関
東
を
襲
っ
た
、
江

戸
時
代
の
最
大
級
の
広
域
大
水
害
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
特
に
利
根
川
・
荒
川
・

多
摩
川
等
の
大
河
川
が
軒
並
み
氾
濫
し
た
関
東
で
は
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
こ
こ
で

は
供
養
碑
よ
り
、
武
蔵
国
入
間
郡
久く

げ

ど
下
戸
村
（
現
埼
玉
県
川
越
市
）
の
名
主
奥お

く
ぬ
き貫

友ゆ
う

山ざ
ん

が
と
っ
た
救
済
行
動
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
奥
貫
家
の
屋
敷
か
ら
南
東

一
・
三
㎞
に
あ
る
氷
川
神
社
の
本
殿
前
に
置
か
れ
た
石
灯
籠
左
側
面
に
は
洪
水
の
水

位
〝
二
尺
〞
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、

こ
の
石
灯
籠
は
本
来
神
社
そ
ば
の
富
士
塚
の
上
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
村
は
標
高
九
・

五
ｍ
前
後
ま
で
水
に
浸
っ
た
ら
し
い
。
最
近
の
異
常
気
象
に
よ
り
線
状
降
水
帯
が
も

た
ら
す
水
害
が
多
く
な
っ
た
。
五
十
年
に
一
度
と
か
百
年
に
一
度
の
豪
雨
と
い
う
報

道
を
聞
く
に
つ
け
、
新
た
な
被
害
碑
が
造
立
さ
れ
な
い
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

　

4
は
、
①
大
火
を
伝
え
る
供
養
碑
、
②
海
難
事
故
の
犠
牲
者
の
供
養
碑
、
③
橋
脚

落
下
事
故
の
犠
牲
者
の
供
養
碑
、
④
疫
病
と
石
造
物
の
4
項
か
ら
な
る
。
③
で
は
文

化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
起
き
た
永
代
橋
の
橋
梁
落
下
で
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た

事
故
の
供
養
塔
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
事
故
後
の
百
ケ
日
と
五
十
回
忌
に
建
て
ら

れ
た
供
養
塔
二
基
は
、
深
川
の
黄お

う
ば
く檗

宗
海か

い
ふ
く福

寺
境
内
に
あ
っ
た
が
、
同
寺
が
明
治
四

三
年
（
一
九
一
〇
）
に
目
黒
に
移
転
し
た
の
に
伴
い
、
同
じ
く
移
転
し
た
。
こ
の
事

故
の
犠
牲
者
数
は
記
録
に
よ
り
違
い
が
あ
る
が
、
四
ｍ
を
超
え
る
百
ケ
日
供
養
碑
に

刻
ま
れ
た
溺
死
者
数
一
二
七
人
は
事
故
後
ま
も
な
く
佐
賀
町
河
岸
で
引
き
上
げ
ら
れ

た
死
者
数
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
一
八
二
〜
三
頁
の
表
5
に
見
え
る
溺

死
者
数
の
う
ち
子
供
の
人
数
が
痛
々
し
い
。

　

④
で
は
死
亡
率
の
高
い
疫
病
の
疱
瘡
（
天
然
痘
）・
麻
疹
（
は
し
か
）・
痢
病
（
赤

痢
）・
箇
労
痢
（
コ
レ
ラ
）
関
係
碑
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
埼
玉
県
川
越
市
の
浄
土

宗
安
国
寺
に
あ
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
年
造
立
の
コ
レ
ラ
供
養
碑
に
は
、
現
在

の
埼
玉
県
の
東
南
部
一
帯
（
詳
細
は
一
九
二
〜
三
頁
の
表
6
参
照
の
こ
と
）
の
多
く

の
人
々
が
万
人
講
を
結
成
し
、
安
国
寺
中
興
第
二
五
世
住
僧
宏
善
上
人
の
指
導
の
も

と
同
寺
に
集
ま
り
、
仏
前
に
物
を
供
え
、
名
号
を
唱
え
て
死
者
を
弔
っ
た
記
録
が
彫

ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
か
ね
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
何
と

か
乗
り
切
っ
た
の
で
あ
る
。
昨
今
の
状
況
を
考
え
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
死
亡
者
の
供
養
碑
が
造
立
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
く
願
い
た
い
。

　

5
は
、
①
遊
女
供
養
碑
、
②
刑
死
者
の
供
養
塔
か
ら
の
2
項
か
ら
な
る
。
前
著
で
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は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。
①
で
は
、
か
つ
て
の
箱
館
、
千
住
宿
、
内
藤

新
宿
の
遊
女
供
養
碑
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
開
港
地
、
宿
場
町
と
し
て
の
機
能

の
裏
に
付
随
し
た
遊
女
屋
の
存
在
が
見
て
取
れ
る
。
新
宿
二
丁
目
に
あ
る
浄
土
宗

成じ
ょ
う
か
く覚

寺
に
は
二
基
の
供
養
碑
が
あ
る
が
、
同
寺
は
新
宿
の
投
げ
込
み
寺
と
呼
ば
れ

た
と
い
う
。
新
宿
二
丁
目
は
明
治
以
降
も
姿
を
変
え
つ
つ
現
在
も
歓
楽
街
で
あ
り
、

遊
女
た
ち
は
こ
の
地
で
成
仏
で
き
て
い
る
の
か
心
配
だ
と
い
う
嘆
き
が
重
い
。

　

②
の
小
塚
原
刑
場
跡
（
千
住
宿
の
南
に
あ
っ
た
）
の
通
称
「
首
切
り
地
蔵
」
は
、

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
造
立
さ
れ
、
資
金
の
提
供
者
は
千
住
宿
の
厚
志
者
の
他
、

千
住
か
ら
は
遠
い
木
場
深
川
や
日
本
橋
の
商
人
等
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の

地
蔵
は
刑
場
跡
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
著
者
は
寄
せ
石
作

り
と
い
う
特
殊
な
製
法
を
紹
介
し
、
古
川
柳
に
見
え
る
「
ぬ
い
あ
げ
（
縫
い
上
げ
）」

と
い
う
語
句
を
、
寄
せ
石
作
り
と
、
刑
場
で
行
わ
れ
た
試
し
斬
り
後
の
遺
体
を
縫
い

合
わ
せ
る
事
に
懸
け
て
お
ら
れ
る
。
評
者
は
最
初
に
「
首
切
り
」
の
名
称
に
つ
い
て
、

こ
の
刑
場
で
首
斬
り
を
実
際
に
行
っ
た
山
田
浅
右
衛
門
（
首
斬
り
浅
右
衛
門
と
呼
ば

れ
た
）
に
因
む
事
を
書
い
て
頂
け
れ
ば
対
比
が
で
き
良
か
っ
た
の
に
と
思
っ
た
。

　

6
は
、
①
日
本
海
津
々
浦
々
の
石
造
物
、
②
下
北
半
島
の
海
運
関
連
石
造
物
、
③

住
吉
大
社
と
金
刀
比
羅
宮
の
石
灯
籠
の
3
項
か
ら
な
る
。
①
で
は
二
五
二
〜
五
八
頁

の
表
8
「
北
海
道
・
本
州
日
本
海
沿
岸
の
近
世
海
運
関
連
石
造
物
」
が
圧
巻
で
あ
る
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
山
口
県
ま
で
、
著
者
が
調
査
し
た
一
六
一
ケ
所
、
三
五
二
基

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
二
二
七
頁
の
図
69
は
北
海
道
と
本

州
日
本
海
沿
岸
に
所
在
す
る
石
造
物
の
分
布
地
図
で
あ
る
。
表
8
と
図
69
は
対
応
し

て
お
り
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
研
究
の
深
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
だ
ろ
う
。

　

②
は
日
本
三
大
霊
場
の
恐
山
を
は
じ
め
と
す
る
下
北
半
島
に
残
る
石
造
物
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
る
。
恐
山
の
曹
洞
宗
菩
提
寺
の
本
堂
に
向
か
う
参
道
に
は
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
か
ら
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
建
て
ら
れ
た
石
灯
籠
が
並
ぶ
。
い

ず
れ
も
北
前
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
四
一
基
に
奉
納

関
係
者
及
び
運
搬
船
の
情
報
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
奉
納
者
は
、
松
前
商
人
が
最
も
多

い
が
、
北
は
蝦
夷
地
の
小
樽
・
古ふ

る
び
ら平

か
ら
西
は
讃
岐
の
塩し

わ
く飽

・
泉
州
堺
に
及
ぶ
。
運

搬
船
は
箱
館
の
山
本
氏
の
手
船
豊
栄
丸
が
最
も
多
い
が
、
讃
岐
丸
亀
の
橘
屋
吉
五
郎

の
船
な
ど
が
使
わ
れ
。
野
辺
地
の
野
村
治
三
郎
の
船
も
一
例
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

二
二
八
頁
の
図
70
に
み
え
る
海
運
関
連
石
造
物
造
立
数
の
変
遷
グ
ラ
フ
で
は
、
一
八

四
〇
年
代
か
ら
造
立
が
増
加
す
る
が
、
弘
化
以
降
の
現
存
石
灯
籠
は
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
改
刻
の
恐
山
境
内
絵
図
（『
青

森
県
史　

民
俗
編　

資
料
下
北
』
青
森
県　

平
成
十
九
年　

六
五
八
頁
）
に
は
常
灯

よ
り
本
堂
側
に
一
〇
基
の
石
灯
籠
が
見
え
、
天
保
年
間
に
は
献
灯
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
、
古
文
書
の
面
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
恐
山
参
詣
道
に
は
一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
ご
と
に
、
目
印
の
丁
塚
石
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
も
年
紀
、
奉
納
者
名
の
刻
ま
れ
た
も
の
が
六
〇
基
あ
り
、

石
灯
籠
と
共
に
恐
山
信
仰
圏
の
広
が
り
を
物
語
る
。
下
北
半
島
に
は
こ
の
ほ
か
に
も

海
運
関
係
石
造
物
が
多
く
残
り
、
二
四
三
頁
の
図
82
で
「
石
工
銘
の
あ
る
下
北
の
石

造
物
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
石
工
は
大
坂
石
工
・
備
後
尾
道
石
工
・
越
前
福
井
石
工
・

加
賀
管
沢
石
工
と
多
岐
に
わ
た
る
。

　

③
で
は
、
二
四
八
頁
の
図
83
と
84
で
、
大
阪
の
住
吉
大
社
と
香
川
県
の
金
刀
比
羅

宮
に
奉
納
さ
れ
た
石
灯
籠
の
年
代
別
造
立
数
の
グ
ラ
フ
が
示
さ
れ
る
。
住
吉
大
社
の

六
二
四
基
で
は
一
七
二
○
年
代
・
一
七
八
○
年
代
・
一
八
六
○
年
代
と
ほ
ぼ
六
○
〜

七
○
年
間
隔
で
盛
期
が
見
ら
れ
る
の
対
し
、
金
刀
比
羅
宮
に
あ
る
江
戸
時
代
に
奉
納
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さ
れ
た
三
一
九
基
で
は
、
一
七
七
○
年
代
に
急
増
し
、
同
八
○
年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
後
、
そ
の
後
は
増
減
を
繰
り
返
し
つ
つ
幕
末
に
向
か
っ
て
増
え
る
傾
向
が
あ
る

と
い
う
。
住
吉
大
社
の
石
灯
籠
に
石
工
銘
が
み
ら
れ
る
の
は
最
大
の
ピ
ー
ク
時
の
一

七
二
○
年
代
か
ら
で
、
泉
州
石
工
と
大
坂
石
工
の
作
が
多
い
と
い
う
。
一
方
、
金
刀

比
羅
宮
の
場
合
は
讃
岐
琴
平
石
工
、
讃
岐
丸
亀
石
工
、
大
坂
石
工
の
作
品
が
多
い
が
、

当
初
は
大
坂
石
工
の
作
が
多
く
、
讃
岐
石
工
の
作
が
大
坂
石
工
の
作
を
上
回
る
の
は

一
八
○
○
年
代
以
降
だ
と
い
う
。

　

エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、
石
造
物
は
人
が
自
ら
の
行
為
と
思
考
を
石
に
閉
じ
込
め
た

「
化
石
」
で
あ
る
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
以
後
、
悲
劇
の
地
を
訪
れ

る
「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
多
く
の
観
光
客
が
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書

で
述
べ
た
飢
饉
供
養
塔
や
津
波
塔
に
は
、
犠
牲
者
の
供
養
と
子
孫
へ
の
遺
戒
を
兼
ね

た
も
の
が
散
見
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
石
造
物
こ
そ
「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
格
好

の
素
材
で
あ
る
と
提
言
し
て
本
書
は
終
わ
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
。
本
書
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
の

は
著
者
が
足
で
稼
い
だ
広
範
で
膨
大
な
石
造
物
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を

豊
富
な
図
・
表
や
グ
ラ
フ
で
示
し
て
、
読
者
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
示
し
て
お
り
、

歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
趣
旨
に
適
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
加
え
て
、
調
査
成
果

を
文
献
史
学
の
研
究
成
果
も
取
り
入
れ
て
適
切
な
分
析
も
行
っ
て
お
り
、
論
証
の
あ

り
方
は
多
角
的
で
説
得
力
も
あ
る
。
た
だ
、
評
者
の
よ
う
な
老
眼
鏡
を
必
要
と
す
る

者
に
と
っ
て
は
、
四
六
判
と
い
う
判
型
の
た
め
図
・
表
・
グ
ラ
フ
の
数
字
や
文
字
が

小
さ
く
、
読
み
取
り
が
き
つ
い
部
分
が
あ
る
事
だ
け
は
付
記
し
て
お
き
た
い
。
と
も

あ
れ
、
考
古
学
・
歴
史
考
古
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
格
好
の
入
門
書
で
あ
る
。

（
四
六
判
、
二
六
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
○
二
○
年
四
月
一
日
発
行
、
本
体
価
格

一
八
○
○
円
＋
税
）
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ふ
く
い
・
と
し
た
か　

弘
前
市
文
化
財
審
議
委
員
長
）


